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ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
に
は
、
一
六
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
の
特
に
貴

重
な
地
図
と
ア
ト
ラ
ス
が
数
十
点
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
図
・
ア
ト
ラ
ス

は
か
つ
て
海
軍
中
央
地
図
作
成
局
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
に
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
当
時
の

局
員
で
あ
る
V
・
V
・
コ
ル
グ
シ
キ
ン
が
特
別
便
覧
【
解
説
目
録
。
一
部
地
図
付

き
】
を
作
成
し
、
一
九
五
八
年
に
出
版
さ
れ
た

（
1	
）。

こ
れ
ら
の
膨
大
な
地
図
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
（
数
千
点
）
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
始
め
に
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
に
移
管

さ
れ
た
。
地
図
・
ア
ト
ラ
ス
の
保
管
番
号
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
V
・
V
・ 

コ
ル
グ
シ
キ
ン
が
作
成
し
た
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
ブ
ッ
ク
は
二
〇
一
三
年
に
再
出
版
さ

れ
た

（
2	
）。

本
稿
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
ブ
ッ
ク
と
同
時
に
、
当

文
書
館
のф.1331

の
資
料
（
海
軍
中
央
地
図
作
成
局
所
蔵
の
ア
ト
ラ
ス
、
地
図
・

大
縮
尺
地
図
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
も
利
用
し
た

（
3	
）。

日
本
列
島
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
住
人
に
と
っ
て
一
七
世
紀
に
至
る
ま
で
事
実

上
未
知
の
地
《Terra incognita

》
で
あ
っ
た
。
周
知
の
と
お
り
、
最
初
に
日
本
人

と
通
商
関
係
を
取
り
結
び
【
マ
マ
】、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
の
国
に
関
す
る

情
報
を
収
集
す
る
可
能
性
を
得
た
の
は
オ
ラ
ン
ダ
人
で
あ
る
。

偉
大
な
地
理
上
の
諸
発
見
は
、
大
規
模
な
通
商
関
係
の
発
展
を
も
た
ら
し
た
の
み

な
ら
ず
、
航
海
術
・
地
図
作
成
の
発
達
を
促
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
多
く
の
優
れ
た

地
図
作
成
者
た
ち
が
、
海
図
も
含
め
様
々
な
ア
ト
ラ
ス
を
編
纂
し
た
。
こ
れ
ら
の
ア

ト
ラ
ス
は
い
ず
れ
も
歴
史
と
文
化
の
優
れ
た
金
字
塔
と
言
っ
て
よ
い
。

そ
れ
ら
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
オ
ラ
ン
ダ
の
地
図
学
者
ピ
ー
テ
ル
・
グ
ォ
ー
ス

（Pieter G
oos, 1616-1675

）
に
よ
り
一
六
七
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
地
球
上
の
す

べ
て
の
外
洋
を
納
め
た
海
洋
ア
ト
ラ
ス
』
の
中
の
南
東
ア
ジ
ア
地
図
や
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
地
図
上
、
左
上
部
の
隅
に
日
本
図
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

（
4	
）。

ま
た
、
同
ア
ト
ラ

ス
の
東
ア
ジ
ア
図
の
左
下
四
分
の
一
に
ホ
ン
シ
ュ
ウ
島
と
エ
ゾ
島
（
マ
ツ
マ
イ
）
の

一
部
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
ア
ト
ラ
ス
の
最
終
葉
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

か
ら
日
本
ま
で
の
太
平
洋
海
域
を
描
い
た
一
六
六
六
年
の
地
図
が
あ
り
、
ホ
ン
シ
ュ

ウ
島
や
エ
ゾ
島
（
マ
ツ
マ
イ
）
の
一
部
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

（
5	
）。

イ
ギ
リ
ス
の
『
新
海
洋
ア
ト
ラ
ス
（A

tlas M
aritim

us N
ovusor or The N

ew
 

Sea- A
tlas, London, 1721

）』
は
全
世
界
の
水
路
学
・
航
路
航
海
事
情
を
収
め
た
も

の
で
あ
る
が
、
東
イ
ン
ド
図
部
分
の
一
つ
に
小
さ
く
日
本
が
添
え
ら
れ
て
い
る

（
6	
）。

優
れ
た
版
画
家
で
地
図
作
成
者
の
ヨ
ハ
ン
・
ホ
マ
ン
（Johann B

aptist H
om

ann, 
1664-1724

）
が
設
立
し
た
ド
イ
ツ
の
地
図
作
成
所
で
一
七
七
四
年
に
編
纂
さ
れ
た

ア
ジ
ア
地
図
で
は
、
多
く
の
地
理
対
象
は
ま
だ
現
在
の
姿
と
は
か
け
離
れ
た
か
た
ち

で
描
か
れ
て
い
る
。
日
本
も
そ
の
例
外
で
は
な
い

（
7	
）。

フ
ラ
ン
ス
の
水
路
ア
ト
ラ
ス
（
一
七
五
六
年
）
は
一
三
一
葉
の
地
図
を
収
め
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
中
の
太
平
洋
地
図
（
一
七
四
二
年
）
の
左
上
隅
に
日
本
が
置
か
れ

研
究
集
会
報
告

ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
に
よ
る
日
本
地
図
作
成
（
一
七
三
〇
年
代
―
一
八
二
〇
年
代
）

―
―
海
軍
大
将
イ
ワ
ン
・
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
生
誕
二
五
〇
周
年
記
念
に
寄
せ
て
―
―

ワ
レ
ン
チ
ン・ス
ミ
ル
ノ
フ
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て
い
る

（
8	
）。

地
図
集
成
『
東
イ
ン
ド
航
海
者
大
全
、
ま
た
は
東
方
水
先
案
内
人
（The 

com
plete O

st- India Pilot or O
riental navigator, London, 1805

）』
に
あ
る
一
八

〇
〇
年
作
成
の
イ
ン
ド
洋
・
太
平
洋
地
図
の
右
上
部
に
同
じ
く
日
本
列
島
が
見
ら

れ
る

（
9	
）。

ロ
シ
ア
人
が
日
本
海
域
に
出
現
し
た
の
は
、
ヴ
ィ
ト
ゥ
ス
・
ベ
ー
リ
ン
グ
准
将
指

揮
下
の
第
二
次
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
（
ま
た
は
大
北
方
）
遠
征
時
（
一
七
三
三-

一
七
四

三
）
で
あ
っ
た

（
10	
）。

第
一
次
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
遠
征
（
一
七
二
五-

一
七
三
〇
）
か
ら
帰
着
し
た
際
、
ベ

ー
リ
ン
グ
は
女
帝
ア
ン
ナ
・
イ
ォ
ア
ノ
ヴ
ナ
に
報
告
書
を
提
出
し
、
そ
の
中
で
彼

は
、
ア
メ
リ
カ
・
日
本
と
の
通
商
の
た
め
に
両
国
に
至
る
ル
ー
ト
、
オ
ビ
川
と
レ
ナ

川
の
間
の
ロ
シ
ア
北
海
岸
を
そ
れ
ぞ
れ
調
査
す
る
こ
と
を
提
言
し
た
。
海
軍
庁
は
新

た
な
る
、
す
な
わ
ち
、
第
二
次
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
遠
征
（
一
七
三
三-

一
七
四
三
）
の

準
備
に
入
り
、
日
本
沿
岸
視
察
と
ク
リ
ー
ル
諸
島
・
ア
ム
ー
ル
川
の
測
量
の
た
め
に

派
遣
さ
れ
る
独
立
探
検
隊
の
長
に
は
海
軍
士
官
M
・
P
・
シ
ュ
パ
ン
ベ
ル
グ

（
11	
）が

任
命

さ
れ
た
。

一
七
三
八
年
夏
、
シ
ュ
パ
ン
ベ
ル
グ
大
佐
【капитан полковничьего ранга
】

指
揮
下
の
ア
ル
ハ
ン
ゲ
ル
・
ミ
ハ
イ
ル
号
と
V
・
ウ
ォ
ー
ル
ト
ン
【
ロ
シ
ア
語
表
記

は
ヴ
ァ
リ
ト
ン
。
こ
こ
で
は
英
語
表
記
を
採
用
す
る
】
大
尉

（
12	
）指

揮
下
の
ナ
ジ
ェ
ジ
ダ

号
の
二
隻
か
ら
な
る
新
造
艦
遠
征
隊
は
ク
リ
ー
ル
諸
島
の
西
海
岸
沿
い
を
航
行
し

た
。
シ
ュ
パ
ン
ベ
ル
グ
は
、
当
時
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
島
が
三
一
島
あ
る
こ

と
を
確
認
し
、
そ
れ
ら
に
名
前
を
与
え
地
図
に
書
き
込
ん
だ
。
中
で
も
特
筆
す
べ
き

は
、
イ
ト
ゥ
ル
ッ
プ
島
（
シ
ュ
パ
ン
ベ
ル
グ
の
命
名
で
は
「
シ
ト
ロ
ン
島
」）、
シ
コ

タ
ン
島
（
同
じ
く
フ
ィ
グ
ー
ル
ヌ
イ
島
【「
ハ
ン
サ
ム
島
」、「
凛
々
し
い
島
」
の

意
】）、
お
よ
び
ゼ
リ
ョ
ー
ヌ
イ
島
【「
緑
島
」
の
意
】
で
あ
る
。

翌
年
、
シ
ュ
パ
ン
ベ
ル
グ
は
再
度
遠
征
を
行
い
、
今
度
は
ク
リ
ー
ル
諸
島
の
東
側

に
沿
っ
た
進
路
を
取
っ
た
。
北
緯
三
九
度
に
到
達
し
た
と
こ
ろ
で
、
シ
ュ
パ
ン
ベ
ル

グ
は
日
本
の
沿
岸
を
見
つ
け
、
そ
の
ま
ま
南
下
し
、
五
月
二
二
日
投
錨
し
た
。
彼
は

そ
こ
で
土
地
の
住
民
と
接
触
し
、
物
々
交
換
を
行
っ
た
。
一
行
は
更
に
北
東
方
向
に

向
か
っ
た
。
そ
の
行
程
で
、
シ
ュ
パ
ン
ベ
ル
グ
は
多
く
の
島
を
確
認
し
た
が
、
部
下

た
ち
が
病
気
だ
っ
た
た
め
に
接
岸
せ
ず
、
七
月
一
四
日
に
ボ
リ
シ
ェ
レ
ツ
ク
（
カ
ム

チ
ャ
ツ
カ
）
に
帰
港
し
た
。
こ
の
航
海
の
総
決
算
と
し
て
地
図
が
作
成
さ
れ
た
。
そ

の
説
明
文
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「［
オ
ホ
ー
ツ
ク
］港
か
ら［
ボ
リ
シ
ェ

レ
ツ
ク
の
］
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
要
塞
に
至
る
ま
で
新
し
いtabula

【
マ
マ
】、
ボ
リ
シ
ャ

ヤ
川
か
ら
ク
リ
ー
ル
諸
島
と
日
本
列
島
の
間
を
経
て
日
本
本
土
に
至
る
ま
でtabul

あ

る
い
はdiliniat

が
航
行
し
た

（
13	
）。

海
軍
大
佐
記
。
一
七
三
八
年
・
一
七
三
九
年

（
14	
）」。

地

図
は
海
軍
士
官
学
校
助
教
イ
リ
ヤ
・
ジ
ヤ
コ
ノ
フ
に
よ
り
作
成
さ
れ
、
シ
ュ
パ
ン
ベ

ル
グ
大
佐
に
よ
り
認
証
さ
れ
た
。

地
図
に
は
、
と
り
わ
け
、
ク
リ
ー
ル
諸
島
、
日
本
列
島
の
中
の
北
の
島
、
日
本
沿

岸
で
の
両
艦
艇
の
挿
画
が
い
く
つ
か
と
、
ボ
リ
シ
ェ
リ
エ
ツ
ク
と
日
本
と
の
間
の
艦

艇
の
移
動
ル
ー
ト
が
（
赤
の
点
線
で
）
描
か
れ
て
い
る
。
説
明
書
き
も
添
え
ら
れ
、

そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。

「
六
月
二
二
日
、
わ
が
艦
に
向
か
っ
て
日
本
人
の
舟
七
九
艘
、
人
数
に
し
て
千
人

近
く
［
の
人
た
ち
］
が
や
っ
て
来
た
。
日
本
人
た
ち
は
、
品
物
を
持
っ
て
き
て
、
水

兵
を
含
め
う
ち
の
士
官
た
ち
の
衣
服
と
物
々
交
換
を
し
た
」
な
ど
な
ど
。

地
図
は
メ
ル
カ
ト
ー
ル
図
法
で
作
成
さ
れ
、
二
八
マ
イ
ル
一
イ
ン
チ
の
縮
尺

（1:2046240

）
で
製
図
紙
に
描
か
れ
て
い
る
。
地
図
に
は
、
経
度
・
緯
度
グ
リ
ッ
ト

（
三
度
毎
）、
コ
ン
パ
ス
グ
リ
ッ
ト
、
コ
ン
パ
ス
ロ
ー
ズ
が
入
っ
て
い
る
。
地
図
の
大

き
さ
は
一
一
〇
・
五
×
五
一
・
三
㎝
。

当
館
に
は
一
枚
も
の
の
「
北
ク
リ
ー
ル
諸
島
地
図
。
一
七
三
九
年
」
が
所
蔵
さ
れ

て
い
る

（
15	
）。

こ
れ
は
海
軍
士
官
学
校
学
生
イ
ワ
ン
・
ラ
コ
フ
と
同
校
助
教
の
ピ
ョ
ー
ト

ル
・
ラ
ス
ト
ル
グ
エ
フ
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
地
図
を
複
写
し
、
ウ
ォ
ー
ル
ト
ン
大
尉
が



� 東京大学史料編纂所研究紀要　第31号　2021年 3 月 （312） 

署
名
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
地
図
に
は
、
と
り
わ
け
、
ク
リ
ー
ル
諸
島
、
ホ
ッ
カ
イ

ド
島
の
東
部
沿
岸
の
一
部
、
ウ
ォ
ー
ル
ト
ン
大
尉
が
一
七
三
八
年
と
一
七
三
九
年
に

オ
ホ
ー
ツ
ク
を
出
港
後
ク
リ
ー
ル
列
島
沿
い
に
航
海
し
た
航
路
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。縮

尺
は
一
イ
ン
チ
が
四
四
・
五
マ
イ
ル
（1:3522060

）、
経
度
・
緯
度
グ
リ
ッ

ト
、
コ
ン
パ
ス
グ
リ
ッ
ト
【
、
コ
ン
パ
ス
ロ
ー
ズ
】
入
り
、
多
色
刷
り
、
薄
紙
に
描

か
れ
、
青
い
厚
紙
に
糊
付
け
さ
れ
て
い
る
。
地
図
の
大
き
さ
は
八
九
×
四
三
㎝
。

ユ
ニ
ー
ク
な
地
図
と
し
て
「
全
ロ
シ
ア
帝
国
地
図
。
北
極
海
お
よ
び
東
太
平
洋
に

面
す
る
北
部
・
東
部
シ
ベ
リ
ア
の
沿
岸
、
航
海
に
よ
り
新
た
に
発
見
さ
れ
た
ア
メ
リ

カ
西
海
岸
お
よ
び
日
本
列
島
を
含
む
。
七
二
五-

七
四
二
［
一
七
二
五
年
に
開
始
さ

れ
一
七
四
二
年
に
終
了
し
た
］
測
量
に
よ
り
作
成
」
が
あ
る
。

同
地
図
に
は
、
ヴ
ィ
ト
ゥ
ス
・
ベ
ー
リ
ン
グ
率
い
る
第
二
次
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
遠
征

（
一
七
三
三-

一
七
四
三
）
に
参
加
し
た
海
軍
士
官
た
ち
の
真
正
の
署
名
が
記
さ
れ

て
い
る
。

「
海
軍
中
佐
ス
テ
パ
ン
・
マ
ル
ィ
ギ
ン
、
ド
ミ
ト
リ
ー
・
ラ
プ
チ
ェ
フ
、
大
尉
ド

ミ
ト
リ
ー
・
オ
ヴ
ツ
ィ
ン
、
大
尉
サ
フ
ロ
ン
・
ヒ
ト
ロ
ヴ
ォ
、
海
軍
少
佐
イ
ワ
ン
・

エ
ラ
ギ
ン
、
海
軍
中
佐
ア
レ
ク
セ
イ
・
チ
リ
コ
フ
、
大
尉
ハ
リ
ト
ン
・
ラ
プ
チ
ェ

フ
」。
さ
ら
に
、
こ
の
地
図
は
「
海
軍
ア
カ
デ
ミ
ー
の
下
、
地
理
学
教
官
ワ
シ
ー
リ

ー
・
ク
ラ
シ
リ
ニ
コ
フ
と
地
理
学
助
教
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
ラ
ス
ト
ル
グ
エ
フ
に
よ
り
作

成
。
一
七
四
六
年
五
月
一
〇
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る

（
16	
）。

表
題
中
に
は
地
図
作
成
に
際
し
使
用
さ
れ
た
資
料
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
挿
図
も

あ
る
。
カ
ヌ
ー
に
乗
っ
た
ア
メ
リ
カ
人
、
海
牛
、
オ
ッ
ト
セ
イ
、
セ
イ
ウ
チ
で
あ

る
。
縮
尺
は
一
イ
ン
チ
一
二
〇
マ
イ
ル
（1:8769600

）、
経
度
・
緯
度
グ
リ
ッ
ト
は

五
度
間
隔
。 

製
図
用
紙
に
描
か
れ
、
キ
ャ
ン
バ
ス
に
糊
付
け
さ
れ
て
い
る
。
大
き

さ
は
八
七
×
一
〇
五
㎝
。

こ
の
地
図
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
白
海
か
ら
チ
ュ
コ
ト
海
に
至
る
北
極
海
沿

岸
、
日
本
海
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
、
ベ
ー
リ
ン
グ
海
の
各
沿
岸
、
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列

島
、
ク
リ
ー
ル
諸
島
、
オ
ビ
川
以
東
の
シ
ベ
リ
ア
、
河
川
、
要
塞

（
17	
）、

都
市
、
地
方
境

界
線
で
あ
る
。
特
記
す
べ
き
こ
と
は
、
地
図
上
に
、
マ
ツ
マ
イ
島
と
ニ
ポ
ン
島
の
各

東
部
の
輪
郭
の
み
が
日
本
人
と
の
接
触
記
録
と
共
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

一
七
七
四
年
に
帝
室
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
い
て
編
纂
さ
れ
た
「
ロ
シ
ア
航
海
者

た
ち
に
よ
り
諸
遠
征
時
に
発
見
さ
れ
描
か
れ
た
ア
メ
リ
カ
北
部
地
図
。
近
辺
付
き
」

が
刊
行
さ
れ
た

（
18	
）。

地
図
の
左
下
の
隅
に
ニ
フ
ォ
ン
（
ニ
ッ
ポ
ン
）
島
が
描
か
れ
る
。

そ
の
北
方
向
に
ク
リ
ー
ル
諸
島
、
そ
れ
ら
か
ら
さ
ら
に
遠
く
離
れ
て
サ
ハ
リ
ン
島
。

縮
尺
は
一
イ
ン
チ
が
七
二
・
五
露
里
（1:3045000

）【
一
露
里
は
一
・
〇
六
七 

㎞
】、

中
心
・
極
射
投
影
。
経
度
・
緯
度
グ
リ
ッ
ト
は
五
度
間
隔
で
区
切
ら
れ
て
い
る
。
地

図
用
紙
を
使
用
し
、
大
き
さ
は
四
四
・
三
×
六
二
・
二
㎝
。
表
題
部
に
は
華
麗
な
縁

取
り
装
飾
が
な
さ
れ
て
い
る
。
地
図
は
手
書
き
で
は
な
く
、
石
版
刷
り
で
あ
る
。

そ
の
数
年
後
の
一
七
七
九
年
に
メ
ル
カ
ト
ー
ル
図
法
の
地
図
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ

の
地
図
に
は
、
ロ
シ
ア
の
ア
ジ
ア
部
分
、
北
ア
メ
リ
カ
の
西
海
岸
、
日
本
の
二
つ
の

島
エ
ゾ
と
ニ
ポ
ン
が
描
か
れ
、
後
者
に
は
「
ナ
ン
ガ
サ
キ
。
当
地
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
人

［
原
本
は
「
ガ
ラ
ン
ツ
ィ
」
と
表
記
］
は
海
路
・
陸
路
、
都
市
イ
ェ
ド
に
往
来
す

る
」
も
表
示
さ
れ
て
い
る

（
19	
）。

縮
尺
は
一
イ
ン
チ
が
九
〇
マ
イ
ル
（1:6577200

）、
グ

リ
ッ
ト
は
経
度
が
五
度
、
緯
度
は
三
度
で
区
切
ら
れ
て
い
る
。（
図
1
）

一
八
世
紀
末
に
「
ロ
シ
ア
ア
ト
ラ
ス
。
四
三
枚
の
地
図
か
ら
構
成
さ
れ
、
帝
国
を

四
一
の
県
に
分
け
た
も
の
」
が
刊
行
さ
れ
た
。
マ
ト
マ
イ
（
マ
ツ
マ
イ
）
島
の
一
部

と
ジ
ェ
ゾ
（
エ
ゾ
）
島
は
以
下
の
二
つ
の
地
図
に
表
示
さ
れ
て
い
る
。

「
ア
ラ
ス
カ
半
島
か
ら
ヌ
ト
カ
湾
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
を
表
記
し
た
地
図
。

一
七
八
四
年
、
一
七
八
六
年
、
一
七
八
七
年
、
露
英
の
航
海
者
に
よ
り
発
見
さ
れ
確

認
さ
れ
た
も
の
」、「
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
県
東
部
地
図
。
二
つ
の
郡
と
チ
ュ
コ
ト
地
方
を

含
む
。
ア
メ
リ
カ
沿
岸
の
島
々
と
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
付
き

（
20	
）」。

マ
ト
マ
イ
島
と
サ
ハ
リ
ン
島
の
間
に
エ
ゾ
あ
る
い
は
ジ
ェ
ゾ
島
が
置
か
れ
て
い
る

図
1　

�メ
ル
カ
ト
ー
ル
図
法
地
図
。
様
々
な
航
海
者
た
ち
の
測
量
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
も
の
　
1799

年
 （

РГА
В

М
Ф

. Ф
. 1331. О

п. 4. Д
. 106）
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図
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�メ
ル
カ
ト
ー
ル
図
法
地
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な
航
海
者
た
ち
の
測
量
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
も
の
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年
 （

РГА
В

М
Ф
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п. 4. Д
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が
、
エ
ゾ
と
い
う
の
は
マ
ト
マ
イ
島
の
日
本
の
名
称
で
あ
る
こ
と
は
、
ま
ず
間
違
い

な
い
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
こ
に
、
こ
れ
ら
の
地
図
に
描
か
れ
て
い
る

日
本
の
北
部
は
信
頼
に
足
る
も
の
で
は
な
い
。

一
七
九
二-
一
七
九
三
年
に
陸
軍
中
尉
ア
ダ
ム
・
ラ
ク
ス
マ
ン

（
21	
）が

外
交
目
的
で
日

本
へ
の
航
海
を
行
っ
た
。
と
り
わ
け
彼
は
、
D
・
コ
ダ
ユ
を
船
頭
と
す
る
「
シ
ン
シ

ョ
ー
マ
ル
」【
神
昌
丸
】
に
乗
っ
て
い
た
三
人
の
日
本
人
を
故
国
に
送
還
し
た
。

こ
の
三
人
は
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
の
海
岸
に
【
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
の
ア
ム
チ
ャ
ト

カ
島
に
総
勢
一
六
人
が
】
投
げ
出
さ
れ
、
そ
の
後
【
幸
太
夫
が
】
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
を

訪
れ
、
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
に
拝
謁
し
た
。
日
本
側
の
不
信
に
も
関
わ
ら
ず
、
ラ

ク
ス
マ
ン
は
、
そ
れ
ま
で
は
オ
ラ
ン
ダ
人
の
み
が
享
受
し
て
い
た
特
権
、
す
な
わ

ち
、
長
崎
港
訪
問
権
を
取
り
付
け
た
。

当
館
の
フ
ォ
ン
ド
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、「
メ
ル
カ
ト
ー
ル
図
法
地

図
。
か
つ
て
オ
ホ
ー
ツ
ク
に
い
た
海
軍
中
佐
ル
テ
ィ
ー
シ
チ
ェ
フ
氏
［
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
G
を
「
氏
」
と
読
ん
だ

（
22	
）］

が
作
成
し
、
掌
帆
兵
曹

（
23	
）サ

ポ
ー
ジ
ュ
ニ
コ
フ
か
ら
私

【
ラ
ク
ス
マ
ン
】
が
受
領
し
た
も
の
の
写
し
。
下
地
は
黄
色
顔
料
、
ク
リ
ー
ル
諸
島

の
第
一
島
か
ら
第
一
七
島
ま
で
は
様
々
な
地
図
を
元
に
構
成
し
緑
色
顔
料
で
、
第
一

八
島
か
ら
日
本
人
が
エ
ゾ
と
名
付
け
て
い
る
第
二
二
島
ま
で
は
赤
色
顔
料
で
表
示
、

日
本
本
土
の
海
岸
は
極
射
投
影
で
方
位
に
従
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
一
七
九
二
年
か

ら
一
七
九
三
年
に
か
け
て
の
日
本
遠
征
の
際
の
往
路
は
黒
の
点
線
で
、
復
路
は
黄
色

の
点
線
で
表
示
さ
れ
て
い
る
」
が
あ
る

（
24	
）。（

図
2
）

こ
の
地
図
に
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
か
ら
北
海
道
に
至
る
ま
で
の

一
七
九
二
年
か
ら
一
七
九
三
年
の
A
・
ラ
ク
ス
マ
ン
の
日
本
遠
征
往
路
復
路
、
ク
リ

ー
ル
諸
島
と
日
本
列
島
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。
縮
尺
は
一
イ
ン
チ
が
四
四
マ
イ
ル

（1:3215520

）。
地
図
グ
リ
ッ
ト
は
経
線
が
三
度
、
緯
線
が
七
度
。
緑
が
か
っ
た
薄

紙
に
四
色
の
顔
料
を
用
い
て
描
か
れ
て
い
る
。
サ
イ
ズ
は
六
〇
・
四
×
四
五
・
五
㎝
。

こ
の
遠
征
の
短
く
か
つ
簡
単
な
記
述
、
す
な
わ
ち
「
陸
軍
中
尉
ア
ダ
ム
・
ラ
ク
ス

マ
ン
指
揮
下
の
最
初
の
遣
日
ロ
シ
ア
使
節
」
は
一
八
〇
五
年
に
公
に
さ
れ
た
が
、
ロ

シ
ア
帝
国
上
層
部
か
ら
は
注
目
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
日
本
へ
は
す
で
に
、
ロ
シ
ア
の
第
一
回
世
界
周
航
遠
征
（
一
八
〇
三-

一
八
〇
六
）
帆
船
ナ
ジ
ェ
ジ
ダ
号
（
司
令
官
海
軍
少
佐
I
・
F
・
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ

テ
ル
ン

（
25	
））

が
来
航
し
て
い
た
。
艦
上
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
者
た
ち
、
侍
従
N
・

P
・
レ
ザ
ノ
フ

（
26	
）を

長
と
す
る
ロ
シ
ア
外
交
使
節
団
が
い
た
。
使
節
団
は
日
本
で
成
功

を
収
め
な
か
っ
た
が
、
ナ
ジ
ェ
ジ
ダ
号
の
乗
組
員
が
日
本
列
島
を
海
上
か
ら
測
量
す

る
こ
と
に
は
何
ら
支
障
は
な
く
、
そ
の
成
果
は
後
に
I
・
F
・
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ

ル
ン
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
に
よ
る
数
種
の
地
図
を
編
纂

す
る
際
に
利
用
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
実
現
は
そ
れ
か
ら
後
の
一
八
一
二

年
か
ら
一
八
二
七
年
に
か
け
て
で
あ
っ
た
。

一
八
〇
七
年
ロ
シ
ア
で
も
う
一
点
ア
ト
ラ
ス
が
刊
行
さ
れ
た
。「
ロ
シ
ア
帝
国
ア

ト
ラ
ス
。
最
新
県
・
州
区
画
制
に
則
っ
た
も
の
。
県
中
等
学
校
で
用
い
る
た
め
学
校

管
轄
中
央
総
局
の
下
で
作
成

（
27	
）」

で
あ
る
。
こ
の
ア
ト
ラ
ス
に
は
一
四
個
の
地
図
が
収

め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
中
の
最
後
の
地
図
「
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
県
地
図
。
ア
メ
リ
カ

海
岸
・
近
接
の
島
々
付
き
」
に
、
マ
ト
マ
イ
島
と
ニ
フ
ォ
ン
島
（
日
本
島
、
現
本

州
）
が
描
か
れ
て
い
る

（
28	
）。

そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
地
図
情
報
を
「
ロ
シ
ア
帝
国
総
地
図
・

ア
ジ
ア
部
分

（
29	
）」

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
八
〇
九
年
一
月
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
で
日
本
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
元
に
地
図
が
複
製
さ

れ
た
。
そ
の
名
は
「
日
本
北
部
、
マ
ト
マ
イ
島
、
カ
ラ
ト
サ
キ
島
、
サ
ハ
リ
ン
島
の

一
部
、
日
本
島
北
端
お
よ
び
ナ
ム
ス
県
【
南
部
藩
か
】
に
至
る
ま
で
が
描
か
れ
た
大

縮
尺
地
図
。
ロ
シ
ア
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
県
、
ク
リ
ー
ル
諸
島
の
境
界
線
付
き
」。

マ
ト
マ
イ
島
に
は
マ
ト
マ
イ
の
町
が
記
載
さ
れ
、
山
岳
地
帯
が
図
示
さ
れ
、
地
理

名
称
が
記
入
さ
れ
て
い
る

（
30	
）。

こ
の
地
図
に
は
、
謎
の
島
カ
ラ
ト
サ
キ
が
記
載
さ
れ
、

ク
リ
ー
ル
諸
島
の
お
よ
そ
の
位
置
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
元
と
な
っ
た
日
本

の
地
図
は
一
七
世
紀
に
作
ら
れ
た
も
の
と
結
論
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
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一
八
一
一
年
に
海
軍
省
製
図
局
で
地
図
が
作
成
さ
れ
た
。

「
最
新
メ
ル
カ
ト
ー
ル
図
法
地
図
。
北
緯
二
九
度
か
ら
四
八

度
ま
で
、
経
度
は
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
を
起
点
と
し
、

東
経
九
六
度
か
ら
一
二
四
度
ま
で
、
朝
鮮
海
と
そ
の
沿
岸
、

日
本
国
全
体
、
お
よ
び
そ
れ
に
接
す
る
東
太
平
洋
が
描
か
れ

た
も
の
」
で
あ
る
。
凡
例
に
は
「
日
本
国
は
日
本
の
地
図
か

ら
情
報
を
得
［
原
本
は
「
命
名
し
」
と
あ
る
］、
海
岸
と
島

の
位
置
は
最
近
の
航
海
者
た
ち
の
測
量
に
従
い
訂
正
し
た
」

と
あ
る

（
31	
）。

興
味
深
い
こ
と
は
、
奇
し
く
も
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
ロ
シ
ア
侵

攻
時
の
一
八
一
二
年
、
世
界
周
航
の
成
果
に
則
り
ク
ル
ー
ゼ

ン
シ
ュ
テ
ル
ン
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
最
初
の
ア
ト
ラ
ス
が
世

に
出
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
ド
イ
ツ
語
版
「
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ

ュ
テ
ル
ン
大
佐
の
世
界
周
航
ア
ト
ラ
ス
」
第
四
刷
サ
ン
ク
ト

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
一
八
一
二
（A

tlas zur reisem
 die w

elt des 
capitain von K

rusenstern viertesheft, St. Petersburg, 
1812

）
の
最
初
の
一
葉
（л. 1

）
に
、
帆
船
ナ
ジ
ェ
ジ
ダ
号

の
一
八
〇
四
年
か
ら
一
八
〇
五
年
の
航
海
す
な
わ
ち
ロ
シ
ア

の
第
一
回
世
界
周
航
時
に
測
定
さ
れ
た
日
本
沿
岸
の
一
部
が

描
か
れ
て
い
る

（
32	
）。

そ
の
同
じ
ア
ル
バ
ム
に
は
、
興
味
深
い
白

黒
の
日
本
人
の
風
俗
絵
、
顔
ま
た
顔
の
一
連
の
イ
ラ
ス
ト
、

さ
ら
に
、
岬
や
火
山
の
ス
ケ
ッ
チ
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

一
八
一
三
年
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
海
軍
出
版
局
か

ら
「
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
大
佐
の
世
界
周
航
ア
ト
ラ

ス
」
の
ロ
シ
ア
語
版
が
刊
行
さ
れ
た

（
33	
）。

そ
の
中
に
日
本
列
島

を
対
象
に
し
た
数
枚
の
地
図
が
あ
る
。
例
え
ば
、
第
二
六
葉

図
2　

�

メ
ル
カ
ト
ー
ル
図
法
地
図
。
A
・
ラ
ク
ス
マ
ン
の
日
本
遠
征
時
（
一
七
九
二-

一
七
九
三
）。
海
軍

中
佐
ル
テ
ィ
ー
シ
チ
ェ
フ
の
測
量
地
図
か
ら
の
写
し （РГА

В
М

Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д

. 123

）
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（л. 26

）「
ニ
ポ
ン
島
日
本
海
地
図
。
ヴ
ァ
ン
・
デ
ィ

ー
メ
ン
海
峡
【
大
隅
海
峡
】、
サ
ン
ガ
ル
海
峡
【
津
軽

海
峡
】、
朝
鮮
海
峡
付
き
、
一
八
〇
七
年
」（N

o. 
X

LII

）。
そ
の
地
図
に
は
、
海
岸
線
お
よ
び
地
名
の
他

に
陸
地
の
山
脈
、
お
よ
び
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
初

め
に
か
け
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
航
海
者
の
航
路
が
記
さ

れ
て
い
る

（
34	
）。

こ
の
ア
ト
ラ
ス
の
第
二
八
葉
裏
か
ら
第
二
九
葉
（л. 

28 об.-29

）
に
、
台
湾
か
ら
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
ま

で
の
「
太
平
洋
の
北
西
部
地
図
。
一
八
〇
六
年
」
が
載

せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
日
本
列
島
と
ナ
ジ
ェ
ジ
ダ

号
の
航
路
も
描
か
れ
て
い
る

（
35	
）。

「
日
本
北
西
部
と
エ
ッ
ソ
島
あ
る
い
は
マ
ヅ
マ
イ
島

の
西
沿
岸
地
図
。
一
八
〇
五
年
」（N

o. LX
V

III

）
が

ア
ト
ラ
ス
の
第
三
〇
葉
（л. 30

）
に
あ
る
。
こ
の
地

図
の
中
の
日
本
の
地
に
は
、
山
脈
部
分
が
描
か
れ
、

島
々
の
西
海
岸
沿
い
に
ナ
ジ
ェ
ジ
ダ
号
の
航
路
が
示
さ

れ
て
い
る

（
36	
）。（

図
3
）

「
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
指
揮
下
の
軍
艦
ナ
ジ
ェ

ジ
ダ
号
に
お
い
て
一
八
〇
四
年
、
一
八
〇
五
年
に
な
さ

れ
た
発
見
と
測
量
の
地
図
」（N

o. LX
X

X
IX

）
が
第

三
六
葉
裏
か
ら
第
三
七
葉
（л. 36 об.-37

）
に
あ
る
。

こ
の
地
図
は
、
ニ
ッ
ポ
ン
島
（
ホ
ン
シ
ュ
ウ
）
の
北
部

か
ら
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
の
中
央
部
分
ま
で
を
対
象
と
し
、

エ
ッ
ソ
島
あ
る
い
は
マ
ト
マ
イ
島
を
含
ん
で
い
る
。
ま

た
こ
の
地
図
に
は
、
沿
岸
の
山
地
部
分
と
ナ
ジ
ェ
ジ
ダ

図
3　

�
日
本
北
西
部
と
蝦
夷
島
あ
る
い
は
松
前
島
の
西
沿
岸
地
図
（
一
八
〇
五
年
）
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン

の
ア
ト
ラ
ス
よ
り
（РГА

В
М

Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д

. 708. Л
. 30

）
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号
の
航
路
も
描
か
れ
て
い
る

（
37	
）。（

図
4
）

ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
の
こ
の
ア
ト
ラ
ス
に
は
、
当
時
と
し
て
す
ら
も
歴
史
的

価
値
を
有
す
る
別
の
地
図
が
い
く
つ
か
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
「
一
七

四
三
年
、
ス
ペ
イ
ン
艦
上
で
ア
ン
ソ
ン
卿

（
38	
）が

作
っ
た
改
訂
地
図
。
ア
カ
プ
ル
コ
か
ら

マ
ニ
ラ
へ
の
ガ
レ
オ
ン
船
の
通
常
往
復
航
海
ル
ー
ト
付
き
。
一
八
一
〇
年
」（N

o. 
C

IX

）
で
あ
る
。
地
図
の
左
上
隅
に
、
エ
ッ
ソ
以
外
の
日
本
の
島
々
が
い
く
つ
か
描

か
れ
て
い
る

（
39	
）。

第
四
六
葉
（л. 46

）
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
「
ク
リ
ー
ル
諸
島
第
二
二
島
大
縮

尺
地
図
。
日
本
人
に
よ
り
エ
ッ
ゾ
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
、
北
東
の
岬
A
か
ら

北
方
シ
ム
ペ
ツ
ィ
川
B
ま
で
、
南
方
ア
ト
キ
ン
ス
湾
ま
で
の
図
C
。
日
本
遠
征
隊
が

一
七
九
三
年
に
滞
在
し
た
時
に
作
成
さ
れ
た
も
の
」（N

o. X
X

X
V

I

）。
す
な
わ
ち
、

こ
れ
は
A
・
ラ
ク
ス
マ
ン
の
遠
征
隊
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
地
図
の
こ
と
で
あ
る

（
40	
）。

こ
の
ア
ト
ラ
ス
に
は
地
図
の
他
に
、
日
本
沿
岸
の
様
子
を
墨
で
描
い
た
絵
も
収
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
、
日
本
の
日
用
品
、
魚
な
ど
の
絵
が
六
つ
挿
入
さ
れ
て
い

る
。
中
で
も
見
事
な
の
が
「
日
本
人
の
顔
を
描
い
た
も
の
」
で
、
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ

テ
ル
ン
遠
征
隊
の
参
加
者
で
あ
っ
た
V
・
チ
レ
ジ
ウ
ス

（
41	
）の

絵
に
よ
り
P
・
I
・
マ
ス

ロ
フ
ス
キ
ー
が
作
製
し
た
エ
ッ
チ
ン
グ
で
あ
る
。

別
の
「
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
大
佐
の
世
界
周
航
に
ち
な
ん
だ
ア
ト
ラ
ス

（
42	
）」

で

は
、「
ク
リ
ー
ル
諸
島
第
二
二
島
大
縮
尺
地
図
。
日
本
人
に
よ
り
エ
ッ
ゾ
と
名
付
け

ら
れ
て
い
る
も
の
…

（
43	
）」

お
よ
び
上
記
の
各
種
地
図
の
み
な
ら
ず
、
ド
イ
ツ
語
に
よ
る

「
長
崎
港
湾
図
（Plan des  H

afen  N
angasky

）」（
一
八
〇
五

（
44	
））、

ナ
ジ
ェ
ジ
ダ
号

の
航
路
の
入
っ
た
「
日
本
列
島
南
岸
お
よ
び
ヴ
ァ
ン
・
デ
ィ
ー
メ
ン
海
峡
【
大
隅
海

峡
】
地
図
」（
一
八
〇
五

（
45	
））

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
ア
ト
ラ
ス
に
は
V
・ 

チ
レ
ジ
ウ
ス
に
よ
る
挿
画
、
例
え
ば
「
長
崎
の
町
の

風
景

（
46	
）」、「

長
崎
近
く
の
メ
ガ
サ
キ
【
梅
ケ
崎
】
の
風
景

（
47	
）」

が
入
っ
て
い
る
。（
図
5
）

一
八
一
四
年
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
、
ド
イ
ツ
語
に
よ
る
地
図
「
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド

図4　�クルーゼンシュテルン指揮下の軍艦ナジェジダ号において 1804 年、1805 年になされ
た発見と測量地図。クルーゼンシュテルンのアトラスより（РГАВМФ. Ф. 1331. Оп. 4. 
Д. 708. Л. 36 об. -37）



� 東京大学史料編纂所研究紀要　第31号　2021年 3 月 （318） 

ル
一
世
の
命
に
よ
り
行
わ
れ
た
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
大
佐
指
揮
下
の
帆
船
ナ
ジ

ェ
ジ
ダ
号
と
ネ
ヴ
ァ
号
で
の
世
界
周
航
ア
ト
ラ
ス
（A

tlas zur reiseum
 die W

elt 
unternom

m
en auf B

efehl Seiner K
aiserlichen M

ajestat A
lekander des Ersten 

auf den Schiffen N
adeshda und N

eva unter dem
 C

om
m

ando des C
aptains 

von K
rusenstern

）」
が
刊
行
さ
れ
た
。
太
平
洋
北
西
部
地
図
（
一
八
〇
六
年
）
を

見
る
と
、
日
本
列
島
と
そ
れ
を
巡
る
ナ
ジ
ェ
ジ
ダ
号
の
航
路
が
描
か
れ
て
い
る
。
第

一
七
葉
（л. 17

）
は
日
本
沿
岸
が
断
片
的
に
入
っ
た
地
図
で

（
48	
）、

ド
イ
ツ
語
に
よ
る

ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
の
「
ア
ト
ラ
ス
」（A

tlas zur reiseum
 die W

elt des 
captains von K

rusenstern viertesheft

）
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
（
第

一
葉
）（л. 1

）。
日
本
列
島
地
図
（C

harte der Japanischen inseln, St. Petersburg, 
1811

）
は
第
二
一
葉
（л. 21

）
に
、
一
八
〇
五
年
に
作
製
さ
れ
た
キ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ

湾
地
図
（C

hart der B
ay K

iusiu

）
は
第
二
二
葉
（л. 22

）
に
、
イ
エ
ッ
ソ
（
マ
ト

マ
イ
）
島
と
ニ
ッ
ポ
ン
島
北
部
図
（
ナ
ジ
ェ
ジ
ダ
号
の
航
路
付
き
）
は
第
二
三
葉

（л. 23

）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
収
め
ら
れ
て
い
る
。

A
・
ラ
ク
ス
マ
ン
指
揮
下
の
遠
征
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
イ
エ
ッ
ソ
島
東
部
図

は
、
ア
ト
ラ
ス
の
第
三
五
葉
（л. 35

）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

一
八
一
七
年
に
海
軍
省
製
図
室
で
様
々
な
ア
ト
ラ
ス
か
ら
の
情
報
を
集
め
た
「
メ

ル
カ
ト
ー
ル
図
法
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
沿
岸
部
分
地
図
。
サ
ハ
リ
ン
島
、
エ
ゾ
島
、
ク
リ

ー
ル
諸
島
付

（
49	
）」

が
編
纂
さ
れ
た
。

同
時
期
、
イ
ワ
ン
・
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
は
自
己
の
地
図
編
纂
作
業
を
続
け

て
い
た
。
一
八
二
四
年
、
皇
帝
の
命
に
よ
り
ア
ト
ラ
ス
が
刊
行
さ
れ
た
。「
南
海
ア

ト
ラ
ス
。
国
家
海
軍
省
製
図
局
員
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
、
パ
リ
、
ス
ト
ク
ホ

ル
ム
、
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
、
エ
ジ
ン
バ
ラ
各
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
、
海
軍
少
将
・
司

令
官
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
に
よ
り
編
纂

（
50	
）」

で
あ
る
。
こ
の
ア
ト
ラ
ス
に
は
、

「
ナ
ジ
ェ
ジ
ダ
号
士
官
諸
氏
に
対
す
る
」
献
辞
付
き
の
「
マ
ヅ
マ
イ
島
あ
る
い
は
エ

ッ
ソ
島
の
地
図
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
地
図
に
は
、
ナ
ジ
ェ
ジ
ダ
号
の
航
路
、
ニ

図5　�長崎近くの梅ケ崎の風景。チレジウス描。ガラクチオノフのエッチング。クルー
ゼンシュテルンのアトラスより（РГАВМФ. Ф. 1331. Оп. 4. Д. 709. Л. 67）
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ポ
ン
島
の
北
部
、
サ
ハ
リ
ン
半
島
の
南
部
が
記
載
さ
れ
て
い
る

（
51	
）。

 

同
じ
一
八
二
四
年
に
、
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
の
「
南
太
平
洋
ア
ト
ラ
ス
」

が
フ
ラ
ン
ス
語
で
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
名
は
「
南
太
平
洋
ア
ト
ラ
ス
、
編
纂
者
は
ロ

シ
ア
海
軍
司
令
官
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
海
軍
省
局
員
お
よ
び
科
学
ア
カ
デ
ミ

ー
会
員
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
、
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
、
エ
ジ
ン
バ
ラ
、
リ
ボ
ル
ノ
各
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
、
パ
リ
王
立
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
準
会
員
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン

氏
、
皇
帝
陛
下
の
命
に
よ
り
刊
行
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
（A

tlas de l ’O
cean 

Pacifique dress par M
,  D

e K
rusenstern, com

m
ondore de la m

arine Im
perial 

de R
ussie, M

em
ber de l ’ A

m
irauteet des A

cadem
ies de S ’. Petersburug, de 

Stockholm
, G

ettingue, Edim
bourg et de Livourne, C

orrespondent del ’ 
A

kadem
ie R

oyale des Sciences a Paris. Publie par ordre de sa M
A

JESTE 
IM

PER
IA

LE, S ’. Petersbourg

）」、
全
四
七
葉
か
ら
成
る
ア
ト
ラ
ス
で
あ
る

（
52	
）。

そ
の
中
に
日
本
の
地
図
も
複
数
枚
含
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
第
三
三
葉
裏
と
第

三
四
葉
（л. 33 об.-34

）
に
は
日
本
列
島
の
地
図
が
入
っ
て
い
る
。「
ワ
イ
マ
ー
ル

大
公
献
上
日
本
帝
国
地
図
第
二
二
号
（C

arte de l ’Em
pire du Japon 

repectueusem
ent R

oyalle G
rand D

u de W
eym

ar. N
o. 22

）」
で
あ
る
。
右
下
隅

に
ナ
ガ
サ
キ
港
図
が
は
め
込
ま
れ
て
い
る
極
め
て
詳
細
な
地
図
で
あ
る
（「
九
州
湾

内
長
崎
港
図

（
53	
）」）。

次
の
第
三
五
葉
（л. 35

）
は
エ
ッ
ソ
島
の
地
図
第
二
三
号
（
一
八
二
七
）
で
、

ナ
ジ
ェ
ジ
ダ
号
の
士
官
一
同
へ
の
献
辞
が
入
っ
て
い
る
（C

arte de l ’sle Iesso 
dedice a M

. M
. Les officers de la N

adiejeda, 1827, N
o. 23 （

54	
））。

こ
の
二
つ
の
地
図

に
は
ナ
ジ
ェ
ジ
ダ
号
の
航
路
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
八
二
七
年
に
「
南
太
平
洋
ア
ト
ラ
ス
」
の
フ
ラ
ン
ス
語
版
が
再
発
行
さ
れ
た

（
55	
）。

前
記
の
諸
地
図
が
第
三
六
葉
か
ら
第
三
八
葉
に
か
け
て
（л. 36-38

）
入
っ
て
い
る
。

一
八
二
六
年
に
「
陛
下
の
命
」
に
よ
り
ア
ト
ラ
ス
が
刊
行
さ
れ
た
。「
南
海
ア
ト

ラ
ス
第
二
部
、
国
家
海
軍
省
局
員
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
、
パ
リ
、
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
、
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
、
エ
ジ
ン
バ
ラ
各
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
の
海
軍
少
将
ク
ル
ー

ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
編
纂

（
56	
）」

で
、
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
一
世
な
ら
び
に
故
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ル
一
世

（
57	
）へ

の
献
辞
が
入
っ
て
い
る
。
こ
の
ア
ト
ラ
ス
に
は
「
南
海
総
地
図
。
二

葉
。
赤
道
か
ら
北
緯
七
二
度
三
〇
分
、
東
経
一
一
二
度
三
〇
分
か
ら
一
九
二
度
三
〇

分
ま
で
。
第
一
六
号
」
が
あ
る
。
地
図
の
左
中
部
に
日
本
列
島
が
載
っ
て
い
る

（
58	
）。

こ
の
ア
ト
ラ
ス
の
第
四
四
葉
裏
と
第
四
五
葉
に
（л. 44 об.-45

）
載
っ
て
い
る

フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
日
本
地
図
は
、「
南
太
平
洋
ア
ト
ラ
ス
」（
フ
ラ
ン
ス
語
）
所
収

の
地
図
に
酷
似
し
て
い
る
。

同
じ
一
八
二
六
年
、「
東
太
平
洋
北
部
ア
ト
ラ
ス
。
最
新
の
測
量
お
よ
び
諸
地
図

を
元
に
海
軍
製
図
局
編
纂
」
が
海
軍
中
将
・
水
路
総
監
G
・
A
・
サ
ル
ィ
チ
ェ
フ
指

揮
下
に
出
版
さ
れ
た

（
59	
）。

こ
の
ア
ト
ラ
ス
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
メ
ル
カ
ト
ー
ル
図
法
地
図
。
東
太

洋
・
北
極
海
部
分
」（
一
葉

（
60	
））

に
日
本
が
描
か
れ
て
い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
よ
り

大
き
な
日
本
列
島
図
が
九
葉
の
地
図
「
メ
ル
カ
ト
ー
ル
図
法
日
本
海
・
黄
海
地
図
。

北
緯
一
八
度
か
ら
四
七
度
ま
で
、
経
度
は
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
を
起
点
と
し
東
経
七
五
度

か
ら
一
二
五
度
ま
で
の
、
中
国
・
日
本
沿
岸
に
接
す
る
東
太
洋
の
一
部
を
含
む
」
に

収
め
ら
れ
て
い
る

（
61	
）。

日
本
沿
岸
の
地
図
に
は
土
地
の
起
伏
も
描
か
れ
る
。
地
図
上
の

距
離
は
、
露
里
（
西
枠
）
と
ド
イ
ツ
マ
イ
ル
（
東
枠
）
で
表
示
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
結
論
と
し
て
以
下
の
こ
と
を
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
百

年
足
ら
ず
（
一
七
三
〇
年
代
か
ら
一
八
二
〇
年
代
ま
で
）
の
間
に
ロ
シ
ア
の
未
踏
の

地
発
見
者
お
よ
び
航
海
者
た
ち
は
日
本
沿
岸
へ
の
航
海
お
よ
び
遠
征
を
何
度
も
成
し

遂
げ
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
日
本
列
島
沿
岸
を
描
い
た
一
連
の
海
図
が
作
成
さ
れ
、

沿
岸
、
住
民
、
動
物
、
魚
、
日
用
品
の
様
子
を
収
め
た
多
数
の
絵
が
描
か
れ
た
。
な

お
、
海
図
お
よ
び
海
洋
ア
ト
ラ
ス
の
編
纂
に
際
し
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
創
ら
れ

た
地
理
学
作
品
が
利
用
さ
れ
た
。
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●
ス
ミ
ル
ノ
フ
論
文
使
用
挿
図
の
出
典

С
писок иллю

страций к статье В. Г. С
мирнова

1
．К

арта меркаторская. С
оставлена по описаниям разны

х мореплавателей. 
1779 г. （РГА

В
М

Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д. 106

）. 【「
メ
ル
カ
ト
ー
ル
図
法
地
図
。
様
々

な
航
海
者
の
測
量
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
も
の　

一
七
九
九
年
」 （РГА

В
М

Ф
. Ф

. 1331. 
О

п. 4. Д. 106
）　

注
19
本
文
部
分
参
照
】

2
．К

арта меркаторская, с указанием марш
рута экспедиции А

. Л
аксмана в 

Я
понию

 в 1792-1793 гг. Копирована с описания бы
вш

его в О
хотске 

капитана 2- го ранга  Ртищ
ева （РГА

В
М

Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д. 123

）.【「
メ
ル
カ

ト
ー
ル
図
法
地
図
。
A
・
ラ
ク
ス
マ
ン
の
日
本
遠
征
時
（
一
七
九
二-

一
七
九
三
）
の

往
復
航
路
が
表
示
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
滞
在
歴
の
あ
る
海
軍
中
佐
ル
テ
ィ
ー
シ
チ
ェ
フ
の
測

量
地
図
か
ら
の
写
し
」　
（РГА

В
М

Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д. 123

）　

注
24
本
文
部
分
参

照
】

3
．Карта С

еверо- Западной части Н
ипона и западны

х берегов острова Ессо 
или М

атзумайя. 1805 [год]. И
з « А

тласа» И
. Ф
. К

рузенш
терна. С

П
б., 1813 

（РГА
В

М
Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д. 708. Л. 30

）. 【「
日
本
北
西
部
と
エ
ッ
ソ
島
あ
る
い

は
マ
ヅ
マ
イ
島
の
西
沿
岸
地
図
（
一
八
〇
五
年
）
I
・
F
・
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン

の
ア
ト
ラ
ス
よ
り
」
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
一
八
一
三
年　

注
36
本
文
部
分
参
照
】

4
．К

арта откры
тий и описей, сделанны

х в 1804 и 1805 годах на корабле 
« Н

адеж
да» под командою

 К
рузенш

терна. И
з « А

тласа» И
. Ф
. К

рузенш
терна. 

С
П

б., 1813 （РГА
В

М
Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д. 708. Л. 36 об. – 37

）.【「
ク
ル
ー
ゼ
ン

シ
ュ
テ
ル
ン
指
揮
下
の
軍
艦
ナ
ジ
ェ
ジ
ダ
号
に
お
い
て
一
八
〇
四
年
、
一
八
〇
五
年
に

な
さ
れ
た
発
見
と
測
量
地
図
。
I
・
F
・
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
の
ア
ト
ラ
ス
よ

り
」（РГА

В
М

Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д. 708. Л. 36 об. – 37

）　

注
37
本
文
部
分
参
照
】

5
．В

ид М
егасаки близ города Н

ангасаки. Рисовал В. Тилезиус. Гравю
ра 

академика С. Ф
. Галактионова. И

з « А
тласа» И

. Ф
. К

рузенш
терна. С

П
б., 1813 

（РГА
В

М
Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д. 709. Л. 67

）. 【「
長
崎
近
く
の
メ
ガ
サ
キ
【
梅
ケ
崎
】

の
風
景
。
V
・
チ
レ
ジ
ウ
ス
描
。
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
S
・
F
・
ガ
ラ
ク
チ
オ
ノ
フ
の
エ

ッ
チ
ン
グ
。
I
・
F
・
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
の
ア
ト
ラ
ス
よ
り
」（РГА

В
М

Ф
. 

Ф
. 1331. О

п. 4. Д. 709. Л. 67

）.　

注
47
本
文
部
分
参
照
】

注（
1
）　

О
писание старинны

х атласов, карт и планов X
V

I, X
V

II, X
V

III и 
первой половины

 X
IX

 века, хранящ
ихся в архиве Ц

ентрального 
картографического производства В

М
Ф
. С

П
б.: К

артфабрика В
М

Ф
, 1958. 

270 с.; 25 л. карт.

（
2
）　То ж

е. Репринтное издание 1958 г. С
П

б.: А
льфарет, 2013. 288 с.; 25 л. 

карт.

（
3
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д. 775. Л. 55 об.-56.

（
4
）　Там ж

е. Л. 58.

（
5
）　Там ж

е. Л. 84.

（
6
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д. 780. Л. 34 об.-35.

（
7
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д. 763. Л. 4 об. - 5.

（
8
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д. 789. Л. 16 об.-17.

（
9
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д. 796. Т. 1. Л. 72-73.

（
10
）　

ベ
ー
リ
ン
グ
、
ヴ
ィ
ト
ゥ
ス
・
ヨ
ナ
ッ
セ
ン （V

itus Jonassen B
ering, 1681-

1741

）
ロ
シ
ア
の
航
海
者
。
デ
ン
マ
ー
ク
出
身
。
一
七
二
五
年-

一
七
三
〇
年
、
第

一
次
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
遠
征
、
一
七
三
三
年-

一
七
四
一
年
、
第
二
次
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ

遠
征
。
チ
ュ
コ
ト
半
島
と
ア
ラ
ス
カ
の
間
の
海
峡
（
後
に
ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡
と
名
付

け
ら
れ
た
）
を
通
過
し
、
北
ア
メ
リ
カ
に
到
達
、
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
の
島
々
を

発
見
。

（
11
）　

シ
ュ
パ
ン
ベ
ル
グ
、
マ
ル
チ
ン
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
（
一
六
九
六-

一
七
六
一
）　

ロ
シ
ア
の
航
海
者
。
デ
ン
マ
ー
ク
出
身
。
第
一
次
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
遠
征
（
一
七
二
五

-

一
七
三
〇
）、
第
二
次
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
遠
征
（
一
七
三
三-

一
七
四
三
）
に
参

加
。
一
七
三
八-

一
七
三
九
年
ク
リ
ー
ル
諸
島
、
日
本
沿
岸
へ
航
海
。
一
七
四
五

年
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
許
可
な
く
帰
着
し
、
そ
の
廉
で
裁
判
に
付
さ
れ
死
刑
を
宣
告
さ

れ
る
も
、
一
七
四
七
年
、
刑
の
執
行
に
代
え
三
ヶ
月
間
陸
軍
中
尉
格
【
ロ
シ
ア
海
軍

に
は
「
中
尉
」
相
当
の
身
分
が
な
い
】
で
海
軍
任
務
に
就
く
降
格
処
分
に
減
刑
さ
れ

る
。
一
七
四
九
年
帆
走
戦
列
艦
ヴ
ァ
ラ
ハ
イ
ル
号
を
指
揮
。
同
艦
は
北
ド
ヴ
ィ
ナ
河

口
で
浸
水
し
、
三
週
間
後
に
沈
没
。
軍
艦
お
よ
び
乗
組
員
二
八
名
喪
失
罪
で
終
身
懲

役
刑
の
恐
れ
が
あ
っ
た
も
の
の
、「
皇
帝
の
」
勅
令
に
よ
り
一
七
五
二
年
一
二
月
一
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五
日
付
で
無
罪
。
海
軍
大
佐
（
一
七
五
三
年
）。
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
に
て
没
。

（
12
）　

ウ
イ
リ
ア
ム
・
ウ
ォ
ー
ル
ト
ン
（
？-

一
七
四
三
）　

ロ
シ
ア
の
航
海
者
（
一
七

二
三
年
か
ら
）。
イ
ギ
リ
ス
出
身
。「
大
北
方
遠
征
」（
一
七
三
三
年-

一
七
四
三

年
）
に
参
加
、
海
軍
大
尉
（
一
七
三
〇
年
）。
一
七
三
三
年
M
・
P
・
シ
ュ
パ
ン
ベ

ル
か
ら
の
要
請
で
遠
征
の
南
支
隊
に
加
わ
る
。
帆
走
漕
艇
艦
ナ
ジ
ェ
ジ
ダ
号
を
指
揮

し
、
一
七
三
八
年
と
一
七
三
九
年
に
航
海
。
第
一
次
航
海
時
に
全
艦
に
先
駆
け
エ
ッ

ソ
島
ま
で
南
下
し
、
複
数
の
島
を
発
見
し
た
。
第
二
次
航
海
時
で
は
シ
ュ
パ
ン
ベ
ル

グ
艦
に
遅
れ
、
数
日
後
に
日
本
に
到
達
。
日
本
島
の
東
岸
に
向
か
い
、
そ
こ
で
二
週

間
近
く
留
ま
っ
た
。（
実
際
に
は
シ
ュ
パ
ン
ベ
ル
グ
は
日
本
に
は
行
っ
て
い
な
い
と

い
う
）
反
シ
ュ
パ
ン
ベ
ル
グ
謀
略
に
参
画
し
、
そ
の
結
果
一
七
三
九
年
の
諸
発
見
の

検
証
命
令
が
出
さ
れ
た
。
一
七
四
一
年
、
海
軍
少
佐
時
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
調
査
。

一
七
四
三
年
モ
ス
ク
ワ
に
戻
り
、
同
地
で
没
。

（
13
）　tabul

（табул

）
もdiliniat

（дилиниат

）
も
詳
細
不
明
。

（
14
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д. 64.

（
15
）　Там ж

е. Д. 65.

（
16
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д. 82.

（
17
）　
「
要
塞
（О

строг

）」
と
は
、
城
塞
建
造
物
（
拠
点
）。
通
常
、
高
さ
四-

六
ｍ
の

先
端
を
尖
ら
せ
た
丸
太
円
柱
で
囲
ま
れ
た
恒
常
的
あ
る
い
は
一
時
的
な
強
化
居
住
地

点
の
こ
と
。

（
18
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д. 86.

（
19
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д. 106.

（
20
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д. 741. Л. 6-6 об., 81.

（
21
）　

ラ
ク
ス
マ
ン
、
ア
ダ
ム
（
一
七
四
六-

一
八
〇
六
）　

ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
エ
リ

ク
・
ラ
ク
ス
マ
ン
の
息
子
、
陸
軍
中
尉
。【
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
面
す
る
】
ギ
ジ
ギ
ン

ス
ク
で
郡
警
察
署
長
の
職
に
あ
っ
た
。
当
時
外
国
人
に
対
し
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
日
本

訪
問
を
成
し
遂
げ
た
最
初
の
ロ
シ
ア
帝
国
臣
下
の
う
ち
の
一
人
。

（
22
）　

ル
テ
ィ
ー
シ
チ
ェ
フ
、
ワ
シ
リ
ー
・
ア
レ
ク
セ
エ
ヴ
ィ
チ
（
一
七
〇
五-

一
七
八

〇
）　

海
軍
士
官
。「
大
北
方
遠
征
」
に
参
加
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
探
査
。
海
軍
中

佐
。
一
七
四
一-

一
七
四
二
年
に
ク
リ
ー
ル
諸
島
方
面
へ
の
航
海
に
参
加
し
、
オ
ホ

ー
ツ
ク
海
沿
岸
の
一
部
の
測
量
を
行
い
、
シ
ャ
ン
タ
ル
諸
島
お
よ
び
サ
ハ
リ
ン
島
東

部
海
岸
の
地
図
を
作
成
し
た
。
遠
征
終
了
後
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
に
勤
務
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

港
湾
司
令
官
（
一
七
六
〇-

一
七
六
四
）、
一
七
六
四
年
か
ら
オ
ホ
ー
ツ
ク
港
湾
海

軍
司
令
官
補
。
一
七
七
六
年
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
帰
還
、
退
職
願
を
出
す
。
一

七
八
〇
年
没
。

（
23
）　

史
料
で
は
「боцман мат

」
と
離
し
て
綴
ら
れ
て
い
る
が
、
正
し
く
は

「боцманмат

」
と
続
け
て
綴
る
。

掌
帆
兵
曹
は
、
ロ
シ
ア
お
よ
び
各
国
の
海
軍
に
か
つ
て
あ
っ
た
階
級
名
、
実
戦
部
隊

の
下
士
官
。【
よ
り
具
体
的
に
は
ド
イ
ツ
語 Bootsm

annsm
aat

か
ら
の
音
写
語

で
、
英
語
で
はBoatsw

ain ’s m
ate

す
な
わ
ち
ボ
ー
ス
ン
（
甲
板
長
）
指
揮
下
の
船

員
】

（
24
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д. 123.

（
25
）　

ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
、
イ
ワ
ン
・
フ
ョ
ー
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
（A

dam
 Johann 

von K
rusenstern, 1770-1846

） 

ロ
シ
ア
の
航
海
者
。
ド
イ
ツ
出
身
。
海
軍
大
将

（
一
八
四
二
）。
ロ
シ
ア
の
第
一
回
世
界
周
航
（
一
八
〇
三-

一
八
〇
六
）
の
指
揮

官
。
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
海
軍
士
官
学
校
査
督
官
（
一
八
一
一
）、
同
校
長
（
一
八
二
七

-

一
八
四
二
）。
ロ
シ
ア
地
理
学
協
会
（
一
八
四
五
）
創
設
者
の
一
人
、
科
学
ア
カ

デ
ミ
ー
名
誉
会
員
。
O
・
コ
ツ
ェ
ブ
ー
（
一
八
一
五-

一
八
一
八
）、
M
・
ワ
シ
リ

エ
フ
と
G
・
シ
シ
マ
レ
フ
組
（
一
八
二
六-

一
八
二
九
）、
F
・
ベ
リ
ン
ス
ガ
ウ
ゼ

ン
と
M
・
ラ
ザ
レ
フ
組
（
一
八
一
九-

一
八
二
一
）、
V
・
ス
タ
ニ
ュ
コ
ヴ
ィ
チ
と

F
・
リ
ト
ケ
組
（
一
八
二
六-

一
八
二
九
）
の
世
界
周
航
準
備
を
主
導
し
た
。
一
八

七
三
年
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
顕
彰
碑
が
建
立
。

（
26
）　

レ
ザ
ノ
フ
、
ニ
コ
ラ
イ
・
ペ
ト
ロ
ー
ヴ
ィ
チ
（
一
七
六
四-

一
八
〇
七
）　

侍
従

（
一
八
〇
五
）、
外
交
官
、
旅
行
家
、
起
業
家
。
G
・
I
・
シ
ュ
リ
ホ
フ
と
共
に
露
米

会
社
を
創
設
（
一
七
九
八
）。
ロ
シ
ア
の
第
一
回
世
界
周
航
（
一
八
〇
三-

一
八
〇

六
）
の
指
揮
者
の
一
人
、
最
初
の
公
式
遣
日
使
節
【
マ
マ
】、
最
初
の
露
和
辞
書
の

ひ
と
つ
の
編
纂
者
。
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
会
員
（
一
八
〇
三
）。

（
27
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д. 742. 

（
28
）　Там ж

е. Л. 28 об.-29. 

（
29
）　Там ж

е. Л. 4 об.-5.

（
30
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д. 136.
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（
31
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д. 138.

（
32
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д. 911. Л. 1. 

（
33
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д. 708.

（
34
）　Там ж

е. Л. 26.

（
35
）　Там ж

е. Л. 28 об. - 29. 

（
36
）　Там ж

е. Л. 30.

（
37
）　Там ж

е. Л. 36 об. - 37.

（
38
）　

ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
ン
ソ
ン
（G

eorge A
nson, 1697-1762

）　

ア
ン
ソ
ン
初
代
男

爵
、
イ
ギ
リ
ス
の
海
軍
大
将
。
世
界
周
航
（
一
七
四
〇-

一
七
四
四
）
で
有
名
。
一

七
五
一
年
、
旗
艦
セ
ン
チ
ュ
リ
オ
ン
号
の
宣
教
師
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ウ
ォ
ル
タ
ー
に
よ

り
編
集
さ
れ
た
航
海
記
『
一
七
四
〇
年
、 

四
一
年
、 

四
二
年
、 

四
三
年
、 

四
四
年
南

海
探
索
に
派
遣
さ
れ
た
大
英
帝
国
国
王
軍
艦
遠
征
隊
司
令
官
の
世
界
周
航
記
』
の
ロ

シ
ア
語
訳
が
出
版
さ
れ
た
。

（
39
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д. 708. Л. 43.

（
40
）　Там ж

е. Л. 46.

（
41
）　Там ж

е. Л. 54 . 

チ
レ
ジ
ウ
ス
、
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
・
フ
ォ
ン
・

チ
レ
ナ
ウ
（W

ilhelm
 G

ottlieb Tilesius von Tilenau, 1769-1857

）　

ド
イ
ツ
の

植
物
学
者
。
ロ
シ
ア
の
第
一
回
世
界
周
航
に
医
師
お
よ
び
自
然
科
学
者
と
し
て
参

加
。

（
42
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д. 709. 

（
43
）　Там ж

е. Л. 41.

（
44
）　Там ж

е. Л. 48.

（
45
）　Там ж

е. Л. 49.

（
46
）　Там ж

е. Л. 61. 

（
47
）　Там ж

е. Л. 67. 

（
48
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д. 912. Л. 2.

（
49
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д. 143.

（
50
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д. 711.

（
51
）　Там ж

е. Л. 33. 

ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
は
自
ら
の
地
図
で
サ
ハ
リ
ン
を
誤
っ

て
半
島
と
記
し
た
。

（
52
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д. 710.  

扉
に
F
・
P
・
リ
ト
ケ
の
署
名
と
「
私
が

心
か
ら
尊
敬
す
る
編
著
者
の
贈
り
物
」
と
い
う
彼
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
第
二
葉
に

は
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
へ
の
献
辞
が
印
刷
で
入
る
。

（
53
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д. 710. Л. 33 об.-34. 

扉
の
二
頁
目
に
フ
ラ
ン
ス

語
に
よ
る
一
文
と
一
八
二
七
と
い
う
刊
年
が
入
っ
て
い
る
【
マ
マ
】。

（
54
）　Там ж

е. Л. 35.

（
55
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д. 714.

（
56
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 1331. О
п. 4. Д. 712.  

扉
の
二
頁
目
に
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
一
文

と
一
八
二
七
と
い
う
刊
年
が
入
っ
て
い
る
。

（
57
）　Там ж

е. Л. 3-5.

（
58
）　Там ж

е. Л. 35 об.-36.

（
59
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 9. О
п. 4. Д. 716.

サ
ル
ィ
チ
ェ
フ
、
ガ
ヴ
リ
イ
ル
・
ア
ン
ド
レ
エ
ヴ
ィ
チ
（
一
七
六
三-

一
八
三
一
）

水
路
学
者
。
I
・
I
・
ビ
リ
ン
グ
ス
（
一
七
八
五-

一
七
九
三
）
指
揮
下
の
地
理
・

天
文
探
検
隊
に
参
加
。
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
会
員
（
一
八
〇
九
）。
水
路
学
総
監

（
一
八
二
七
）。

（
60
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 9. О
п. 4. Д. 716. Л. 6 об.-7.

（
61
）　Там ж

е. Л. 22-23.

�

（
翻
訳
：
有
泉
和
子
） 

�

【　

】
内
は
訳
注
。




